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必要要件

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

△◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 若干の問題有り特に問題無し

★参考★

判定 最適

先ず当地区に最も適しているアンカー材料を選定する。

○

優れている

◎ ○

△

若干の問題有り

①　高腐食環境下の地盤に適用できること。

②　軽量で作業性に優れていること。

③　リラクゼーションロスが少ないアンカーであること。

④　狭い施工用地で作業ができること。

⑤　メンテナンスを考え、再緊張が容易にできること。

⑥　施工実績のあるアンカーであること。

⑦　技術審査証明を取得しているアンカーであること。

NMアンカー PC鋼材アンカー

○

上図は、炭素繊維より線（CFCC）の試験

データである。これを見るとリラクゼーショ

ンロス、耐水性、耐酸性に優れていること

がわかる。

上記の必要要件に対して、NMグラウンドアンカー工法（炭素繊維より線）、PC鋼材アンカーで比較表

を作成した。

テンドン選定書

アンカー工の目的上、当地区で求められるアンカーの特長は以下の通りである。



 2

前
ペ
ー
ジ
比
較
表
を
見
て
も
、
当
地
区
に
最
も
適
し
て
い
る
の
は
N
M
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
採
用
工
法
と
す
る
。



1

先ず当地区に最も適している受圧板を選定する。

必要要件 PC受圧板 鋼製受圧板

①

②

③

④

⑤

⑥

○

△◎

◎

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○優れている 若干の問題有り特に問題無し

★参考★

判定 最適 若干の問題有り

③　アンカー工法によって、使用が制限されないこと。

④　高品質な受圧板であること。

⑤　現場で施工性の良い受圧板であること。

⑥　施工実績のある受圧板であること。

○

①　一次緊張を施し、地山を緩めることなく安全施工が可能であること。

②　軽量で小型重機での施工が可能であること。

上記の必要要件に対して、GRASP、PC受圧板、鋼製受圧板で比較表を作成した。

○ ○

GRASP工法は、鋼製支圧板と現場打鉄筋コンクリート製受圧板が一体化した受圧板構造物で法

面安定を確保する工法である。

地山切土後速やかに軽量の鋼製支圧板にてアンカー緊張力を導入し、地山のゆるみを抑止す

ることで施工時の安全性が飛躍的に向上し、掘削・アンカー削孔・コンクリート吹付等各工種

の同時施工が可能になり合理的な施工管理と工期短縮がはかれる。

適する

GRASP

受圧板選定書

受圧板工法の目的上、当地区で求められる受圧板の特長は以下の通りである。
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前ページ比較表を見ても、当地区に最も適しているのは GRASPであり、これを採用工法とする。

標準規格表 鋼製支圧板


